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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月25日(2009.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の電子を照射する複数の陰極照射装置と、
前記複数の電子が入射し、複数のＸ線ビームが生成される向きに配向された複数のターゲ
ットを有する、単一の回転陽極と、
前記複数のＸ線ビームを同時にフィルタリングし、複数のエネルギーレベルで前記複数の
Ｘ線の複数のピークとして規定される複数のＸ線量エネルギーピークを同時に有するＸ線
分布のフィルタ後のＸ線ビームを生成する複数のフィルタと、
を含むイメージングシステム内でネルギー識別を行うＸ線源。
【請求項２】
前記複数の陰極照射装置が、
第１の複数の電子を照射する第１の陰極照射装置（８２）と、
第２の複数の電子を照射する第２の陰極照射装置（８４）と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載のＸ線源。
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【請求項３】
前記第１の陰極照射装置（８２）が第１のｋＶｐ（管電圧最高値）で前記第１の複数の電
子を照射し、前記第２の陰極照射装置（８４）が第２のｋＶｐで第２の複数の電子を照射
することを特徴とする請求項２に記載のＸ線源。
【請求項４】
前記複数のフィルタが、複数の回転フィルタを備える、請求項１乃至３のいずれかに記載
のＸ線源。
【請求項５】
前記複数のフィルタが、第１のＸ線ビームをフィルタリングする第１のフィルタと、第２
のＸ線ビームをフィルタリングする第２のフィルタとを備える、請求項１乃至４のいずれ
かに記載のＸ線源。
【請求項６】
前記複数のターゲットが、前記単一の回転陽極の異なる側面に設けられている、請求項１
乃至５のいずれかに記載のＸ線源。
【請求項７】
請求項１乃至６のいずれかに記載のＸ線源（３２）と、
前記少なくとも１つのＸ線ビームを受信し、物質エネルギー識別情報を有するＸ線信号を
生成するエネルギー識別検出器（４０）と、
を含むイメージングシステム。
【請求項８】
前記複数のフィルタに結合されたフィルタ回転装置（９４）と、
前記フィルタ回転装置に電気的に結合され、該複数のフィルタを回転させるコントローラ
（５２）と、
を更に含む請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
前記コントローラは、スキャン中の複数のビューに含まれる各ビューにつき前記複数のフ
ィルタ間を遷移する請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
前記少なくとも１つのＸ線ビームの複数のＸ線量エネルギーレベルを測定するＸ線検出器
を更に含む請求項７乃至９のいずれかに記載のシステム。
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